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東北大 ･工 原 啓 明
考える系のダィナミクスは確率過程として記述可能であり∴そのく力学系'の基礎方程式は
プロセスに対する作用量5が極値をとる条件式として得られるものとする｡






























































pE-p.a+誓F(QN-1), (A:定数 ) (13)
ではON-bef(q)F(QNl),(bef(q)-1+ (A-1)2+4bq,q-Pi-P6)となり軌道の周
























り非線形媒質にフィー ドバックされるという構造をも っ ている｡入力するレー ザー光の強度が
低ければ,糸内に生じる電場の振幅は定常値に緩和す る のであるが,入力光の強度を増してゆ
くと,ノこの定常解はある点で不安定になり,かわって 振 動解が出現する｡このときの発振モー
下は定常解の線形安定性を調べることによって求める ことができ,それを示したのが図2であ
る｡
図2の横軸七月ま重合する2つの共振器の長さの比 r--zl/Z2(Zl,/2は図1の2つの閉じた
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